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１（４）火山 

 

                       「火山」計画推進部会長 中道治久 

                            （京都大学防災研究所） 

                              副部会長 前野 深 

                            （東京大学地震研究所） 

 

火山の噴火災害を軽減するためには，火山噴火の発生の場所・規模・時期を予測する

ことおよび火山噴火現象に対応する噴火災害の推移を予測することが重要である。また

これらの予測のためには，火山噴火現象を解明することも重要である。「火山」計画推

進部会では，「火山活動の事象分岐の条件・論理を明らかにし，火山活動推移モデルを

構築し，発災の原因である火山噴火を予測すること」を上位目標にすえ，低頻度で大規

模な現象を含む火山現象の解明とモデル化，火山活動を支配する場の解明とモデル化，

中長期的な火山活動の評価，観測手法の開発および体制の整備に関する研究を推進して

いる。 

 

１．地震・火山現象の解明のための研究 

（１）地震・火山現象に関する史料・考古データ，地質データ等の収集と解析 

ウ．地質データ等の収集・集成と分析 

長期間における火山現象とそれに伴う災害を正確に把握するためには，地質データ等

を収集して調査・分析を行い，そのデータベースを整備・拡充することが重要である。

マグマの状態と噴火様式の関連性を調べるために，およそ 2900 年前に発生した富士火

山御殿場山体崩壊後の噴出物を対象として，斑晶，メルト包有物（MI），石基ガラス組

成の分析が行われ，全岩化学組成と合わせてマグマ供給系の時間発展について考察され

た（東京大学地震研究所[課題番号：ERI_02]）。山体崩壊直後のサンプルの斑晶組成と

MI 組成の分析からは，斑晶の結晶化および MI の捕獲がマグマ上昇中に起きたことを示

すことから，崩壊による荷重減少のために，この期間はマグマの噴出経路が確立し容易

に噴火しやすい状態であったと推定された。さらに分析結果は，時間経過とともに深部

マグマ溜まりでの結晶分化がしだいに卓越したことを示すことから，山体崩壊の影響が

しだいに弱まり火道内で結晶化が起こりやすくなりマグマが上昇しにくくなったため，

噴火のトリガーとしてマグマ溜まりでの浮力獲得の影響がしだいに大きくなったという

モデルを提案された。約 7600 年前の摩周カルデラ形成期の降下火砕物（Ma-g〜i）を対

象に，採取試料の湿式分析と放射光分析が実施され，Fe 元素に由来する放射光スペクト

ルから Fe3+/Fe2+ を推定するための検量線を作成された（公募研究 [課題番号：

KOBO21]）。検量線をもとに降下火砕物の層序毎の Fe3+/Fe2+ の検討の結果，Ma-i から

Ma-h の層順で Fe3+/Fe2+ が系統的に変化することが見出された。草津白根山の露頭か

ら採取された完新世テフラを対象に岩石磁気分析が行われた（富山大学 [課題番号：

TYM_01]）。その結果，初磁化率の温度変化を中心とした岩石磁気分析で熱水変質鉱物

を同定することにより噴火様式を推定できる可能性が見出された。また，白根火砕丘群

北側標高 2048 m と標高 2106 m の２地点のテフラ調査，土壌の放射性炭素年代測定お
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よびテフラのＸ線回折分析が実施され，2048 m 地点のサンプルからは約 5400～1700 年

前，2106 m のサンプルからは約 7600 年前および約 700 年前の年代値が得られた。前者

の堆積物に対しては酸性熱水変質帯に由来する熱水変質鉱物に富むテフラも見出され

た。将来噴火する可能性の高い活火山の中長期的活動評価と予測のため，火山の地質図

作成が進められ，日光白根及び三岳火山地質図が出版されたほか，秋田焼山火山の地質

図及び原稿がまとめられた（産業技術総合研究所 [課題番号：AIST03]）。伊豆大島では

海陸をつなぐ沿岸部水深 400 m 程度までの範囲で浅海レーザ測量及び水中ドローンによ

る海底地形地質調査が実施され，また，大規模火砕流分布図シリーズとして「支笏カル

デラ支笏火砕流堆積物分布図」が Web 公開された（産業技術総合研究所 [課題番号：

AIST03]）。日本列島の火山の基礎情報を最新の知見に基づいて収集・整理するため，

日本の火山データベースが更新・拡充された。 

 

（２）低頻度大規模地震・火山噴火現象の解明 

低頻度で大規模な火山噴火現象の発生履歴，規模等を解明するためには，史料・考古

データ，地質データ等の分析を着実に進める必要がある。そこで，霧島山 13 世紀御鉢

噴火の堆積物（高原テフラ）の詳細な層序区分にて噴火推移モデルを再構築されるとと

もに，粒子物性（密度，粒径，粒子形状，連結空隙率）および岩石組織の定量解析が行

われ，マグマ上昇過程・噴火強度の時間変化について考察された（東京大学地震研究所

[課題番号：ERI_03]）。伊豆大島については，Ｙシリーズ噴出物の粒子物性・岩石鉱物

化学組成・微細組織の解析と地質調査が行われ，大規模噴火に共通の性質・噴火推移や

マグマ溜り条件に制約を与えるための研究が進められた。浅間山については 16 ka に発

生した浅間史上最大規模の活動のうち，２つのプリニー式噴火（YP，YPk）について地

質学的，物質科学的研究が進められた。YP，YPk はいずれもほぼ同様の噴出量（1 km 3

強）と全岩化学組成を有するが，YP は上位に向かって細粒化し噴火強度の減少を示す一

方，YPk は徐々に粗粒化し噴火強度が増大したことなど噴火推移の詳細が明らかになっ

た。カルデラ噴火については，噴火準備段階からの活動の推移・履歴を把握するととも

に，その推定精度を上げる手法の開発・改良を進める必要がある。姶良カルデラ噴火お

よびその先行噴火の噴出物試料についての基礎分析と U-Th 放射非平衡分析が行われ，

先行噴火・カルデラ噴火を含め，珪長質マグマの大部分が U-Th 放射平衡に到達してお

り，マグマ生成後約 40 万年以上の時間が経過していることが示された（北海道大学[課

題番号：HKD_02]）。一方，溶岩流として噴出した珪長質な先行噴火については U-Th 放

射非平衡であることが確認された。 

 

（４）火山現象の解明とモデル化 

ア．火山現象の定量化と解明 

多様な火山現象を理解するためには，多項目の観測を行い，進行する火山現象を時空

間的に定量化するとともに，火山噴出物の分析，マグマの物理・化学的な実験および数

理モデルによる理論解析を行う必要がある。そのために，浅間山，霧島山，伊豆大島，

三宅島，阿蘇，諏訪之瀬島などにおいて火口周辺での多項目観測が実施された（東京大

学地震研究所[課題番号：ERI_07]）。浅間山の 2007 年から 2017 年に得られたデータの
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再検討からは，Ｎ型地震の出現時期に帯磁傾向が横ばいになることが見出された（図

１）。これは，Ｎ型地震が多発する時期に山体冷却が停滞したことを示しており，Ｎ型

地震発生時に浅部に熱水あるいはガスが供給されたことにより冷却の進行が停滞したこ

とを示唆する（Takeo et al.，2022）。三宅島におけるドローンによる繰り返し空中磁

気観測からカルデラ付近の３次元磁化構造が明らかにされた（図２）。カルデラリム直

下の磁化が非常に弱化している一方，沈降カルデラ内は平均的な磁化を示しており，カ

ルデラ形成時に落下した岩体は破砕されることなく元の構造を保ったまま沈降したと解

釈された（Koyama et al.，2022a）。また，伊豆大島にて無人ヘリコプターを用いた繰

り返し空中磁気観測から３次元磁化構造が推定され，三原山火口付近において 1 km 以

下の小空間スケールの不均質が明らかにされた（ Koyama et al.，2022b）。桜島にて

2012 年から 2020 年に発生した爆発的噴火に伴う地震について人工地震探査と山体地形

を考慮した速度構造を用いて震源決定がなされ，震源の深さが火口底から数百メートル

下という極浅部に求められた（東北大学理学研究科[課題番号：THK_03]）。2019 年８月

から 2020 年６月の阿蘇中岳噴火に伴う岩石磁気測定が行われた（公募研究[課題番号：

KOBO23]）。火山灰の磁気特性の時間変化が調べられ，飽和残留磁化と飽和磁化の比が

高い期間は火映が確認された期間に対応することが見出され，火道内のマグマヘッドの

位置とマグマ温度の関係が推定された（Anai et al.，2023）。 

 

イ．マグマ溜まりと火道内過程のモデル化 

浅間火山天明軽石の斜長石斑晶・微斑晶・マイクロライト，および石基ガラスの分析

が行われ，斜長石斑晶とマイクロライトは組成範囲がほぼ一致し，その頻度分布も極似

し，バイモーダルな分布を示すことが明らかにされた（図３）（東北大学理学研究科[課

題番号：THK_04]）。この組成頻度分布から，斜長石マイクロライトが，マグマ溜まり

で混合前のマグマから晶出したものと同じ圧力でのマグマ混合で均質化したメルトから

晶出したものとの半数ずつで構成され，火道上昇中の減圧結晶作用で晶出したマイクロ

ライトは極わずかであることが示された。ニカラグアの Masaya 火山で実施した火山ガ

ス組成観測データの解析から，火山ガスの大気中での酸化作用についての知見が取りま

とめられた（Kazahaya et al.，2022）（産業技術総合研究所[課題番号：AIST06]）。 

 

（５）地震発生及び火山活動を支配する場の解明とモデル化 

ウ．火山噴火を支配するマグマ供給系・熱水系の構造解明 

火山地域において，地震波速度・減衰構造や比抵抗構造等を明らかにするすることで，

火山活動を支配する場のモデル化を進める必要がある。そこで，鬼界カルデラを対象に

した研究航海において，広帯域海底地震計，海底電位差磁力計，海底磁力計等の長期海

底観測機器の回収・設置（図４）と航走観測が行われた（神戸大学 [課題番号：

KOBE01]，海洋研究開発機構[課題番号：JAMS03]）。また，これまでの研究航海により

取得した地球物理学的観測データの解析と，堆積物・岩石試料の岩石学的，地球化学的，

地質学的解析が進められた。鬼界アカホヤ噴火およびその後の火山噴出物の化学分析に

おいては，マグマ組成の特徴，マグマの温度や酸化還元状態等の岩石学的条件およびそ

れらの時間的変遷など，鬼界アカホヤ噴火以降のマグマ供給系についてまとめ，公表さ
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れた（Hamada et al.，2023）（神戸大学[課題番号：KOBE01]，海洋研究開発機構[課

題番号： JAMS03]）。草津白根山において地震の震源再決定が行われ， 2018 年頃の

unrest 期に震源が北東方向に移動していたことが明らかになった（東京工業大学[課題

番号：TIT_03]）。この震源の移動は湯釜火口湖の湖水濃度時系列解析結果（Terada et 

al.，2022）から示唆される alunite 等の二次生成鉱物の溶脱・沈殿と時期を同じくし

ていることから，浅部での流路閉塞や開放が unrest の多様性を生み出している要因と

考えられる。また，草津白根山の湯釜火口北側の噴気について He/Ar 比に基づきマグマ

発泡度の変化を検出し，そのタイミングが浅部熱水だまりの膨張・収縮と良く一致して

いることを見出した。これは，unrest を駆動するマグマと熱水系の物質化学的繋がり

を示している（Obase et al.，2022）。阿蘇山と雲仙岳を対象に，両火山の周囲の温

泉・鉱泉・地下水のヘリウム同位体比の調査が行われ，火口に近い場所ではマグマの影

響で同位体比が高く，火口からの距離が大きくなるにつれて地殻の影響で低下する傾向

が見出され，水理モデル解析から阿蘇山のマグマは雲仙岳よりも古いことが明らかなっ

た（Sano et al.，2023）（東京大学大気海洋研究所[課題番号：AORI02]）。 

 

２．地震・火山噴火の予測のための研究 

（４）中長期的な火山活動の評価 

ア．火山噴火の長期活動の評価 

火山噴火の長期活動については，火山ごとに噴火の特徴と履歴を明らかにするととも

に，年代測定精度の向上や階段ダイアグラムの高精度化を進め，物質科学的解析に基づ

いて評価を行う必要がある。そこで，富士山星山期（約 10 万～1 万 7000 年前）の岩屑

なだれ堆積物が調査され，堆積物に含まれる植物片の放射性炭素年代が約 1 万 9000 年

前であること，堆積物に含まれる火山礫の斑晶鉱物組合せや斑晶量，石基組織をもとに

複数の溶岩流を含む山体が崩壊したこと，星山期におけるマグマが多様であったことが

示された（山梨県富士山科学研究所 [課題番号：MFRI_01]）。また，富士山北麓～東麓

の地質調査，テフラ層に挟在する土壌の放射性炭素年代測定およびテフラの全岩化学組

成分析が行われ，約 4000 年前以降についての比較的規模の大きなテフラの層序が確立

されるとともに，特徴的な層相や全岩化学組成を用いることでテフラ層序対比が可能で

あることが見出された（山梨県富士山科学研究所 [課題番号：MFRI_01]）。さらに，噴

出物データベース作成のため，富士山に関する学術文献収集の分類，リスト化が行われ，

このうち 90 本の文献について様々な地質情報がデジタル化され，地理情報システム

（GIS）に組み込むことで一元的に管理・閲覧できるようになった。伊豆大島，浅間山，

霧島山において，過去数 100 年の噴火を対象とした噴出物の地質調査が行われ，テフラ

層の区分や特徴の明確化と，岩石鉱物化学組成・組織など物質科学的情報の収集が進め

られた（東京大学地震研究所[課題番号：ERI_03]）。伊豆大島については，従来の気象

庁により作成された「伊豆大島噴火シナリオ」について，山頂噴火で想定される推移に

対し，これまでの地質学的・物質科学的研究で得られた知見を反映させることが試みら

れた。伊豆大島の山頂からの大規模噴火（準プリニー式噴火）では時間とともに斜長石

斑晶に富むようになり，より爆発的な活動に遷移するというパターンがあることが Y1

や Y4 噴火の研究（池永・他，2023）で明らかになった。この大規模噴火に遷移するか
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どうかの判断基準を事象系統樹に組み入れ，改訂版伊豆大島噴火シナリオが提案された

（前野・池永，2023）。中長期的活動評価と予測のため，雌阿寒岳，岩木山，御嶽山に

おいて地表踏査による噴火履歴調査が実施された（産業技術総合研究所 [課題番号：

AIST03]）。また活動的火山の噴火履歴を高時間分解能で解明するために，御嶽火山の

岩石試料を対象とした K-Ar および Ar/Ar 年代測定が実施され，10 万年前より新しい火

山噴出物の噴火年代が明らかになった。 

 

イ．モニタリングにより火山活動の評価 

火山活動について数ヶ月から数年の中期的な時間スケールについては，多項目の地球

物理学的・地球化学的なモニタリングにより火山の状態を把握することで，火山現象と

噴火の関係を定量的に明らかにする必要がある。そこで，火山活発化指数（VUI）を導

入するためのワークシート作成が進められ，草津白根山については作成方針の策定，阿

蘇山については作成作業の継続，吾妻山では作成が完了した（北海道大学 [課題番号：

HKD_04]，京都大学理学研究科 [課題番号： KUS_02]）。硫黄山の電磁場連続観測から

2018 年小規模水蒸気爆発と 2021 年噴騰現象に伴って観測された地電位の変化の発生モ

デルが提示された（Aizawa et al.，2022）（北海道大学[課題番号：HKD_04]）。阿蘇

山において相対重力測定が行われ，得られたデータに対してスケールファクター補正を

施すことにより，高精度の重力変化量が求められ，火口周辺域での陸水あるいは熱水の

影響と思われる年周変化が捉えられた（若林・他，2023）（京都大学理学研究科[課題番

号：KUS_02]）。国内外の歴史記録にある大規模噴火の噴火推移を収録した「噴火推移

データベース」ならびに，日本で発生した火山噴火の噴出物の大部分を網羅した「火山

灰データベース」が公開された（産業技術総合研究所[課題番号：AIST10]）。また，桜

島の大規模軽石噴火の噴出物の層序・分布・噴出物の解析から長期的な噴火活動の推移

とそのメカニズムが明らかになった（Nishihara et al.，2022）。多成分火山ガス連続

観測装置のセンサー感度変化の挙動が室内実験により明らかにされ，リアルタイムで補

正する手法が提案され観測精度向上が図られた（気象庁 [課題番号：JMA_05]）。倶多楽

火山の温泉において噴気成分と酸素・水素同位体比の観測が行われ，噴出物の熱水変質

鉱物の検討と，電磁気探査結果から登別地域の熱水系の考察が行われた（高橋・他，

2022）（北海道立総合研究機構[課題番号：HRO_01]）。  

 

（５）火山活動推移モデルの構築による火山噴火予測 

噴火事象系統樹をさらに発展させ，火山噴火に先行する現象，噴火発生，噴火規模や

様式の時間変化，終息までを一連の現象として捉えた火山活動推移モデルを構築する必

要がある。そこで，桜島火山における総合的な観測研究から，姶良カルデラおよび桜島

の周辺の地殻変動の傾向および起震応力場に時間変化が見られないことから，ここ１年

の桜島へのマグマ供給率はほぼ一定であったと推察された（京都大学防災研究所 [課題

番号：DPRI07]）。一方，桜島直下の圧力源は減圧傾向で，質量増加が継続しているこ

とから（図５），脱ガス卓越が継続していると推察された。なお，2023 年２月８日に約

５年ぶりに昭和火口で噴火があり，噴火に前駆してハーモニック微動と昭和火口の白色

噴煙が観測されたことから，微動と白色噴煙が火山活動推移モデルにおける事象分岐要
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素となりうることが分かった。また，火山観測データ解析，噴出物分析や理論的研究を

もとに，火山活動推移のモデル構築や火山活動・噴火現象の分岐判断指標について研究

成果について発表と意見交換が行われ，共通点および相違点についての議論が進んだ

（東北大学理学研究科[課題番号：THK_11]）。 

蔵王山の約 800 年前以降の噴火活動について，水蒸気噴火，水蒸気噴火から小規模マ

グマ噴火，そして準プリニー式噴火後小規模マグマ噴火となる３ケースについて，堆積

物の解析から相違点および類似点が抽出され，噴火事象分岐の要因を検討した結果が公

表された（Ban et al.，2022; Sato et al.，2022）（公募研究[課題番号：KOBO28]）。 

 

３．地震・火山噴火の災害誘因予測のための研究 

（２）地震・火山噴火の災害誘因の即時予測手法の高度化 

ウ．火山噴出物による災害誘因の即時予測手法 

噴火発生直後に火山噴出物などの災害誘因を高精度かつ即時的に予測する手法を開発

することは重要である。そこで，堆積物解析手法の高度化と，噴出物時系列解析・分析

手法の高度化を目指し，霧島，阿蘇，諏訪之瀬島，榛名，硫黄島，福徳岡ノ場等の活動

的火山で研究が進められた（東京大学地震研究所[課題番号：ERI_17]）。2021 年     ８

月に福徳岡ノ場で発生した大規模海底噴火については，衛星やインフラサウンドデータ

を活用した噴火様式や詳細な時系列にもとづく噴火推移の把握，定常一次元モデルを用

いた噴出率等の噴火パラメータの推定，噴出物の化学分析にもとづくマグマの特徴の把

握と SO 2 収支の推定などが行われ，この噴火の全体像（噴出量 0.1-0.4 km 3，噴出率 10 6 

kg/s 以下）と浅海におけるマグマと海水との相互作用のプロセスが明らかにされた

（Maeno et al.，2022）。また，漂流軽石の気泡組織の解析を進め，マグマ上昇過程や

マグマと海水との相互作用のプロセスを解明する研究も取り組まれた。その結果，最も

存在量が多い灰色軽石について，気泡数密度は一般的なプリニー式噴火と比較して桁で

小さく，マグマ上昇速度はそれほど高くなかった可能性が示された。また，アクセス困

難な地域の試料採取や地形調査の迅速な実施におけるドローンの活用方法や実例（霧島

新燃岳，西之島）について整理され公表された（前野，2022）。 

 

５．研究を推進するための体制の整備 

（１）推進体制の整備 

火山災害を軽減するためには，火山活動の推移を把握し，必要に応じて発生しうる火

山災害への対策を講じる必要がある。そこで，2022 年７月と 12 月に火山噴火予知連絡

会本会議が開催され，全国の火山活動の状況についての検討が行われた（気象庁 [課題

番号：JMA_08]）。また，火山噴火予知連絡会のあり方について検討が行われ，2022 年

８月に「あり方検討作業部会最終報告」にて将来的に目指すべき体制が提言され，12 月

に「あり方報告の具体化作業部会報告」にて次年度から始める体制が提言としてまとめ

られた。 

 

（３）研究基盤の開発・整備 

火山現象の解明と予測のための研究を進め，災害関連情報の迅速な発信や，火山活動
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評価の高度化を実現するためには，観測基盤を維持・整備するとともに，必要に応じて

観測体制の強化をする必要がある。そこで，全国 50 火山を対象に地震計，空振計，

GNSS，監視カメラ等による連続監視観測が継続された（気象庁 [課題番号： JMA_12，

JMA_15]）。また，GNSS 繰り返し測定や熱の機動観測が実施された。また，阿蘇山や桜

島などにて二酸化硫黄放出率観測を実施した。開発中の小型絶対重力計の南極露岩上で

の観測データの解析から，風速と重力値のばらつきが定量的に評価された（図６）（東

京大学地震研究所[課題番号：ERI_20]）。桜島火山に設置された超軽量高解像度ミュオ

グラフィ観測システムから時系列透視画像が作成され，衛星 SAR 解析結果との比較にて，

桜島山頂付近での隆起・沈降と噴火の活発期・静穏期との間に負相関が見出され，隆

起・沈降と火口底直下の密度上昇・低下との間に正相関が見出された（図７，Oláh et. 

al.，2023）（東京大学地震研究所[課題番号：ERI_21]）。航空機による南方諸島および

南西諸島における海域火山の定期巡回監視観測が実施された（海上保安庁 [課題番号：

JCG_04]）。なお，西之島，噴火浅根，海徳海山および福徳岡ノ場については監視体制

が強化され，月１回程度の監視観測が実施された。また，測量船により硫黄島の海域火

山基礎情報調査が実施された。 

 

これまでの課題と今後の展望 

「火山」計画推進部会には，41 の研究計画課題に加えて，当該年度の公募研究は６

課題あり，地震火山観測研究計画において最大の課題数を有する計画推進部会（以下，

部会）であるため，課題間の連携やそれぞれの課題における研究の深化のための取り組

みも部会の重要な役割である。そこで，部会に関係する総合研究グループや課題合同の

様々な研究集会を開催した。桜島大規模噴火総合研究グループ研究集会を 2022 年 12 月

26 日・27 日に鹿児島市でハイブリッド開催したほか，北海道大学の課題（HKD_04）と

京都大学理学研究科の課題（KUS_02）合同の研究集会を 2023 年 1 月 20 日に，東北大

学理学研究科の課題（THK_11）の研究集会を 2022 年 1 月 23 日に，東京大学地震研究

所の課題（ERI_17）の研究集会を 2023 年２月 17 日にオンライン開催した。2023 年２

月 27 日・28 日には部会の研究集会をオンラインで開催した。このように，各課題内お

よび合同の研究集会を活発に行うとともに，部会と総合研究グループの両方で研究の議

論をする形が定着した。 

過去４年間においての部会の研究課題に共通した進展は，詳細については一昨年度お

よび昨年度の報告書で述べた通りであるため省略するが，以下のとおりにまとめられる。

まず，火山活動の状態や分岐・遷移を表すパラメータ間の相互関係が見えてきたことが

あげられる。これは火山活動推移モデルの構築と推移予測に繋がる成果である。次に，

観測手法や分析および解析手法の開発が進展し，広い時間および空間スケールおいて分

析や解析の分解能が向上したことを挙げることができる。これによって，詳細な噴火履

歴や地下構造の解明，マルチパラメータ観測の進展が見られた。また，火山に関する各

種のデータベースシステム整備が進んできた。火山活動の評価及び火山活動推移モデル

の構築において火山活発化指数（VUI）の算出対象火山数の増加や，火山活動推移モデ

ルの構築や火山活動・噴火現象の分岐判断指標に関する研究成果の共有等，着実な取り

組みがなされている。 
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過去４年間においては，日本国内において災害を引き起こす顕著な噴火は無かった。

そのため，非常時の火山調査および観測の実践不足は否めないという課題は残る。その

一方で，噴火時の火山灰調査を組織的実施と一元化データ共有システムへの調査結果お

よび観測データの取り込みが進み，非常時の火山調査の効率化・高度化に向けた準備が

進んでいる。近い将来に起こりうる災害を伴う噴火においてこれらの取り組みが結実す

ることが期待される。 
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図１．浅間山における 2007〜2017 年の多項目連続観測データの推移（東京大学地震研究所[課

題番号：ERI_07]）Ｎ型地震の出現と地磁気変化異常が同期している。  

 

 

図２．三宅島磁化強度分布（東京大学地震研究所[課題番号：ERI_07]） 

左上：様々な深さ断面における磁化強度分布。右：磁化強度分布の鉛直断面図。左下：三宅島

の浅部構造の概念モデル。 
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図３．斜長石斑晶とマイクロライトの An 値頻度分布（東北大学理学研究科[課題番号：THK_04]） 

 

 

図４．鬼界カルデラ周辺の広帯域海底地震計（ BBOBS），海底電位差磁力計（ OBEM），短周期海

底地震計（SPOBS）および海底磁力計（OBM）の分布（神戸大学[課題番号：KOBE1]および海洋

研究開発機構[課題番号：JAMS03]） 
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図５．桜島火山における相対重力変化（京都大学防災研究所[課題番号：DPRI07]） 

左図：ハルタ山重力点における 1998 年〜2022 年の重力変化 

右図：大正噴火火口至近の重力点における 2006 年〜2022 年の重力変化 

 

図６．昭和基地の屋外において測定された重力値（青点）および昭和基地での風速（黒線）（東

京大学地震研究所[課題番号：ERI_20]） 
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図７．桜島火口近傍における密度変化，噴火頻度，SAR で求めた変位との比較（東京大学地

震研究所[課題番号：ERI_21]）  


